
(57)【要約】

【課題】　Ｖｃ ｏ ｍ Ｈ とＶｃ ｏ ｍ Ｌ の中間電位を理想的

な中間電位からずれにくくし、また、液晶表示装置用電

源回路の部品点数を少なくする。

【解決手段】　正極性駆動のときにコモン電極に設定さ

れる電位をＶｃ ｏ ｍ Ｌ とし、負極性駆動のときにコモン

電極に設定される電位をＶｃ ｏ ｍ Ｈ とする。また、電位

差を分圧してソース配線に設定する電位を生成するため

の二種類の所定電位を、それぞれＶＲ Ｅ Ｇ およびＶＳ Ｓ

とする。このとき、ＶＲ Ｅ Ｇ とＶｃ ｏ ｍ Ｈ とを等電位と

し、その共通電位を一つの電位出力部から出力する。ま

た、ＶＳ Ｓ とＶｃ ｏ ｍ Ｌ とを等電位とし、その共通電位

を一つの電位出力部から出力する。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 を 導 通 状 態 ま た は 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と
、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ド レ イ ン に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス に 接
続 さ れ る ソ ー ス 配 線 と 、 画 素 電 極 に 対 向 す る コ モ ン 電 極 と 、 コ モ ン 電 極 と 画 素 電 極 間 に 挟
持 さ れ る 液 晶 と を 備 え 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 が 導 通 状 態 か ら 非 導
通 状 態 に 切 り 替 え ら れ た 後 に お け る 前 記 ド レ イ ン に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 の 電 位 が コ モ ン 電
極 の 電 位 以 上 と な る 第 １ 駆 動 状 態 と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 が 導 通
状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え ら れ た 後 に お け る 前 記 ド レ イ ン に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 の 電
位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 下 と な る 第 ２ 駆 動 状 態 と を 切 替 可 能 で あ り 、 第 １ 駆 動 状 態 と 第 ２
駆 動 状 態 と で コ モ ン 電 極 に 異 な る 電 位 が 設 定 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装
置 用 電 源 回 路 で あ っ て 、
　 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位 を 生 成 す る た め の 二 種 類 の 所 定 電 位 の う ち
高 い 方 の 電 位 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と し 、 第 ２ 駆 動 状 態 で の コ モ ン 電 極 の 電 位 を Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と し た と
き に 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と を 等 電 位 と し て 出 力 す る 高 電 位 出 力 部 を 一 つ 備 え
た
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位 を 生 成 す る た め の 二 種 類 の 所 定 電 位 の う ち
低 い 方 の 電 位 を Ｖ Ｓ Ｓ と し 、 第 １ 駆 動 状 態 で の コ モ ン 電 極 の 電 位 を Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と し た と き
に 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と を 等 電 位 と し て 出 力 す る 低 電 位 出 力 部 を 一 つ 備 え た
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 高 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と 低 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と の 電 位 差 を 分 圧 し て 、 第 １ 駆 動 状
態 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 複 数 種 類 の 電 位 を 生 成 す る 第 １ の 抵 抗 群 と 、
　 高 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と 低 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と の 電 位 差 を 分 圧 し て 、 第 ２ 駆 動 状
態 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 複 数 種 類 の 電 位 を 生 成 す る 第 ２ の 抵 抗 群 と を 備 え 、
　 第 １ の 抵 抗 群 に よ る 分 圧 で 生 成 さ れ る 複 数 種 類 の 電 位 の う ち 最 も 低 い 電 位 と 低 電 位 出 力
部 の 出 力 電 位 と の 電 位 差 を Ｖ ｊ と し 、 第 ２ の 抵 抗 群 に よ る 分 圧 で 生 成 さ れ る 複 数 種 類 の 電
位 の う ち 最 も 高 い 電 位 と 高 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と の 電 位 差 を Ｖ ｋ と し 、 ス イ ッ チ ン グ 素
子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 を 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え た と き に お け る 画 素 電
極 の 電 位 低 下 量 で あ る フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を Ｖ ｆ と し た と き に 、
　 Ｖ ｊ ＝ Ｖ ｋ ＋ ２ ・ Ｖ ｆ

　 を 満 足 す る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 に 関 し 、 特 に 、 ア ク テ ィ ブ 素 子 を 用 い た 液 晶 表 示 装
置 に 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 電 圧 や 電 位 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 等 の 記 号 で 示 す 場 合 が あ る が 、 記 号 で 示 さ
れ た 電 圧 や 電 位 の 単 位 は Ｖ （ ボ ル ト ） で あ る も の と し 、 単 位 の 表 記 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transistor） を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 表 示 装 置 と
記 す 。 ） で は 、 画 素 毎 に 画 素 電 極 お よ び Ｔ Ｆ Ｔ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 各 画 素 電 極 に 対 向 す
る よ う に １ 枚 の コ モ ン 電 極 が 設 け ら れ 、 コ モ ン 電 極 と 各 画 素 電 極 と の 間 に 液 晶 が 配 置 さ れ
る 。 画 素 電 極 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス は ソ ー ス 配 線 に
接 続 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト は ゲ ー ト 配 線 に 接 続 さ れ る 。 ゲ ー ト 配 線 を 介 し て ゲ ー ト が オ ン
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電 位 に 設 定 さ れ る と 、 ソ ー ス と ド レ イ ン と の 間 が 導 通 状 態 と な り 、 画 素 電 極 が ソ ー ス 配 線
と 等 し い 電 位 に 設 定 さ れ る 。 ゲ ー ト の 電 位 が オ フ 電 位 に 設 定 さ れ る と 、 ソ ー ス と ド レ イ ン
と の 間 が 非 導 通 状 態 と な り 、 ソ ー ス 配 線 と 画 素 電 極 の 間 も 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え ら れ る 。
オ ン 電 位 と は 、 ソ ー ス と ド レ イ ン と の 間 を 導 通 状 態 に す る た め の ゲ ー ト の 所 定 電 位 で あ る
。 オ フ 電 位 と は 、 ソ ー ス と ド レ イ ン と の 間 を 非 導 通 状 態 に す る た め の ゲ ー ト の 所 定 電 位 で
あ る 。 以 下 、 オ ン 電 位 を Ｖ Ｇ Ｈ と 表 し 、 オ フ 電 位 を Ｖ Ｇ Ｌ と 表 す こ と に す る 。 な お 、 Ｖ Ｇ

Ｌ ＜ Ｖ Ｇ Ｈ の 関 係 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 各 画 素 （ 画 素 電 極 お よ び Ｔ Ｆ Ｔ ） は 、 例 え ば マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 各 ゲ ー ト 配 線 は
行 毎 に 、 １ 行 に お け る そ れ ぞ れ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 各 ソ ー ス 配 線 は
列 毎 に 、 １ 列 に お け る そ れ ぞ れ の Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス に 接 続 さ れ る 。 画 像 を 表 示 す る 場 合 に は
、 ゲ ー ト 配 線 を 順 次 選 択 し な が ら 走 査 し 、 選 択 し た ゲ ー ト 配 線 の 電 位 を Ｖ Ｇ Ｈ に 設 定 す る
。 選 択 し た 行 の 選 択 期 間 中 、 選 択 し た ゲ ー ト 配 線 に 対 応 す る １ 行 分 の 各 画 素 の 画 像 デ ー タ
に 応 じ て 、 各 ソ ー ス 配 線 の 電 位 を 設 定 す る 。 こ の 結 果 、 選 択 し た ゲ ー ト 配 線 に 対 応 す る １
行 分 の 各 画 素 電 極 と 、 コ モ ン 電 極 と の 間 に 、 画 像 デ ー タ に 応 じ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 以 降
、 同 様 に ゲ ー ト 配 線 を 順 次 選 択 し て い く こ と に よ り 、 １ 画 面 分 の 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ の よ う に 、 画 素 電 極 と ソ ー ス 配 線 と の 間 を 導 通 状 態 ま た は 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え
る ス イ ッ チ ン グ 素 子 を ア ク テ ィ ブ 素 子 と い う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 が 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え ら れ
た 後 に お け る そ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 の 電 位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 上 と な る よ
う に 駆 動 し て い る 状 態 を 正 極 性 駆 動 と 呼 ぶ こ と に す る 。 従 っ て 、 ゲ ー ト 配 線 を 選 択 し な が
ら 走 査 し て い る と き に 、 選 択 し た ゲ ー ト 配 線 に 接 続 さ れ る 各 ゲ ー ト を Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ に
切 り 替 え た 後 に お け る 選 択 行 の 各 画 素 電 極 の 電 位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 上 に な る よ う に 駆
動 し て い る 状 態 は 、 正 極 性 駆 動 で あ る 。 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン
間 が 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え ら れ た 後 に お け る 前 記 ド レ イ ン に 接 続 さ れ た 画 素
電 極 の 電 位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 下 と な る よ う に 駆 動 し て い る 状 態 を 負 極 性 駆 動 と 呼 ぶ こ
と に す る 。 従 っ て 、 ゲ ー ト 配 線 を 選 択 し な が ら 走 査 し て い る と き に 、 選 択 し た ゲ ー ト 配 線
に 接 続 さ れ る 各 ゲ ー ト を Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ に 切 り 替 え た 後 に お け る 選 択 行 の 各 画 素 電 極 の
電 位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 下 に な る よ う に 駆 動 し て い る 状 態 は 、 負 極 性 駆 動 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 を 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替
え た と き に お け る 画 素 電 極 の 電 位 低 下 量 で あ る フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 考 慮 す る と 、 負 極 性
駆 動 の 場 合 に は 、 ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 が 導 通 状 態 の と き に 画 素 電 極 電 位 が コ モ ン 電 極
電 位 以 上 と な る 場 合 も あ り 得 る 。 そ こ で 、 ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 が 導 通 状 態 か ら 非 導 通
状 態 に 切 り 替 え ら れ た 後 に お け る 画 素 電 極 電 位 と コ モ ン 電 極 電 位 と の 高 低 関 係 に よ っ て 、
正 極 性 駆 動 お よ び 負 極 性 駆 動 を 規 定 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 コ モ ン 電 極 の 電 位 は 、 正 極 性 駆 動 の と き に は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ に 設 定 さ れ 、 負 極 性 駆 動 の と き
に は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ に 設 定 さ れ る 。 た だ し 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ ＞ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 関 係 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 電 位 は 、 二 種 類 の 所 定 電 位 の 電 位 差 を 分 圧 す る こ と に よ
っ て 生 成 さ れ る 。 こ の 二 種 類 の 所 定 電 位 の う ち 高 い 方 の 電 位 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と し 、 低 い 方 の 電
位 を Ｖ Ｓ Ｓ と す る 。 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と し て は 、 接 地 電 位 （ ０ Ｖ ） が 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 以
下 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ が 接 地 電 位 で あ る 場 合 を 例 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ０ は 、 従 来 、 Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 に 用 い ら れ て い た 各 電 位 の 高 低 関 係 の 例 を
示 す 説 明 図 で あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 Ｖ Ｇ Ｌ ＜ Ｖ Ｇ Ｈ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＜ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ 、 Ｖ

Ｓ Ｓ ＜ Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 等 の 関 係 が 成 立 す る 。 な お 、 図 １ ０ に 示 す Ｖ Ｃ Ｌ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ を 生
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成 す る た め の Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 電 源 の 出 力 電 位 で あ る 。 ま た 、 後 述 す る よ う に 、 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ ， Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｈ ， Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 出 力 部 と し て そ れ ぞ れ 演 算 増 幅 器 （ 以 下 、 オ ペ ア ン プ と 記 す 。 ）
が 設 け ら れ る 。 図 １ ０ に 示 す Ｖ Ｄ Ｈ は 、 オ ペ ア ン プ の 電 源 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ １ は 、 各 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ ， Ｖ Ｓ Ｓ ， Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ を 生 成 す る 従 来 の 液
晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 オ ペ ア ン プ １ ０ １ は 、 ボ ル テ ー ジ フ
ォ ロ ワ 接 続 さ れ 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ を 入 力 さ れ 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ を 出 力 す る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア
ン プ １ ０ １ は 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ の 出 力 部 で あ る 。 オ ペ ア ン プ １ ０ １ の 出 力 端 に は Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 用
配 線 １ ０ ４ が 接 続 さ れ 、 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 用 配 線 １ ０ ４ の 電 位 は Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ に 設 定 さ れ る 。 オ ペ ア ン
プ １ ０ １ の 出 力 端 は 、 端 子 １ ０ ２ を 介 し て 平 滑 コ ン デ ン サ １ ０ ３ に 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、
オ ペ ア ン プ １ １ １ は 、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ 接 続 さ れ 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ を 入 力 さ れ 、 電 位 Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｈ を 出 力 す る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア ン プ １ １ １ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ の 出 力 部 で あ る 。
オ ペ ア ン プ １ １ １ の 出 力 端 に は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ 用 配 線 １ １ ４ が 接 続 さ れ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ 用 配 線 １
１ ４ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ に 設 定 さ れ る 。 オ ペ ア ン プ １ １ １ の 出 力 端 は 、 端 子 １ １ ２ を 介 し
て 平 滑 コ ン デ ン サ １ １ ３ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ １ ２ １ は 、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ
接 続 さ れ 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ を 入 力 さ れ 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ を 出 力 す る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア ン
プ １ ２ １ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 出 力 部 で あ る 。 オ ペ ア ン プ １ ２ １ の 出 力 端 に は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ

用 配 線 １ ２ ４ が 接 続 さ れ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 配 線 １ ２ ４ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ に 設 定 さ れ る 。 オ
ペ ア ン プ １ ２ １ の 出 力 端 は 、 端 子 １ ２ ２ を 介 し て 平 滑 コ ン デ ン サ １ ２ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 端 子 １ ３ １ は 接 地 さ れ る と と も に 、 端 子 １ ３ １ に は Ｖ Ｓ Ｓ 用 配 線 １ ３ ３ が 接 続 さ
れ る 。 従 っ て 、 Ｖ Ｓ Ｓ 用 配 線 １ ３ ３ の 電 位 は Ｖ Ｓ Ｓ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 各 平 滑 コ ン デ ン サ １ ０ ３ ， １ １ ３ ， １ ２ ３ の 一 方 の 電 極 は 接 地 さ れ 、 他 方 の 電 極 は そ れ
ぞ れ 対 応 す る 端 子 １ ０ ２ ， １ １ ２ ， １ ２ ２ に 接 続 さ れ る 。 各 オ ペ ア ン プ １ ０ １ ， １ １ １ ，
１ ２ １ の 出 力 端 が 、 そ れ ぞ れ 端 子 １ ０ ２ ， １ １ ２ ， １ ２ ２ を 介 し て 平 滑 コ ン デ ン サ １ ０ ３
， １ １ ３ ， １ ２ ３ に 接 続 さ れ て い る こ と に よ り 、 各 オ ペ ア ン プ １ ０ １ ， １ １ １ ， １ ２ １ の
出 力 電 位 は 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 用 配 線 １ ０ ４ の 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 、 Ｖ Ｓ Ｓ 用 配 線 １ ３ ３ の 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と の 電 位 差
が 分 圧 さ れ 、 そ の 結 果 生 成 さ れ た 電 位 が ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 図 １ １ に お い て 、 前 述 の Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 電 源 （ 電 位 Ｖ Ｃ Ｌ を 出 力 す る 電 源 ） の 図 示
は 省 略 し て い る 。 ま た 、 こ の Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 電 源 の 出 力 端 に も 平 滑 コ ン デ ン サ が 設 け ら れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 構 成 と し て 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と を
共 通 化 し た 構 成 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置
用 電 源 回 路 で は 、 図 １ １ に 示 す 配 線 １ ３ ３ に 設 定 さ れ る 電 位 を Ｖ Ｓ Ｓ と し て も 、 正 極 性 駆
動 の 際 の コ モ ン 電 極 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と し て も 使 用 す る 。 こ の 構 成 の 場 合 、 図 １ １ に 示 す オ
ペ ア ン プ １ ２ １ 、 端 子 １ ２ ２ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 配 線 １ ２ ４ お よ び 平 滑 コ ン デ ン サ １ ２ ３ を 備
え て い な く て よ い 。 ま た 、 前 述 の Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 電 源 （ 図 示 せ ず 。 ） や Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 用 電 源 に
設 け ら れ る 平 滑 コ ン デ ン サ も 設 け る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ２ は 、 コ モ ン 電 極 お よ び 画 素 電 極 に 設 定 さ れ る 理 想 的 な 電 位 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。 以 下 の 説 明 で は 、 ノ ー マ リ ホ ワ イ ト の Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 表 示 装 置 を 例 に 説 明 す る 。 た だ し
、 こ こ で は 説 明 を 簡 略 化 す る た め 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 は 考 慮 せ ず に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と の 電 位 差 は 、 抵 抗 １ ４ ０ ａ ， １ ４ ０ ｂ ， １ ４ ０ ｃ ， １ ４ ０

ｄ 等 に よ っ て 分 圧 さ れ 、 正 極 性 駆 動 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 電 位 Ｖ １ ｐ ， Ｖ ２ ｐ
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， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｐ が 生 成 さ れ る 。 電 位 Ｖ １ ｐ ～ Ｖ ｍ ｐ の う ち 最 も 高 い 電 位 を Ｖ １ ｐ と し 、
最 も 低 い 電 位 を Ｖ ｍ ｐ と す る 。 ま た 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と の 電 位 差 は 、 抵 抗 １ ４
１ ａ ， １ ４ １ ｂ ， １ ４ １ ｃ ， １ ４ １ ｄ 等 に よ っ て 分 圧 さ れ 、 負 極 性 駆 動 の と き に ソ ー ス 配
線 に 設 定 さ れ る 電 位 Ｖ １ ｎ ， Ｖ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｎ が 生 成 さ れ る 。 電 位 Ｖ １ ｎ ～ Ｖ ｍ ｎ

の う ち 最 も 高 い 電 位 を Ｖ １ ｎ と し 、 最 も 低 い 電 位 を Ｖ ｍ ｎ と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 正 極 性 駆 動 の と き に は 、 コ モ ン 電 極 の 電 位 が Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ に 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 白 表 示
と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の 電 位 は Ｖ ｍ ｐ に 設 定 さ れ 、 そ の 画 素 電 極
の 電 位 も Ｖ ｍ ｐ に さ れ る 。 ま た 、 黒 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の
電 位 は Ｖ １ ｐ に 設 定 さ れ 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 も Ｖ １ ｐ に さ れ る 。 画 素 電 極 の 電 位 が Ｖ １

ｐ ， Ｖ ｍ ｐ 以 外 の 電 位 （ 例 え ば Ｖ ２ ｐ 等 ） に 設 定 さ れ た 場 合 に は 、 中 間 調 表 示 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 負 極 性 駆 動 の と き に は 、 コ モ ン 電 極 の 電 位 が Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ に 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 白 表 示
と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の 電 位 は Ｖ １ ｎ に 設 定 さ れ 、 そ の 画 素 電 極
の 電 位 も Ｖ １ ｎ に さ れ る 。 ま た 、 黒 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の
電 位 は Ｖ ｍ ｎ に 設 定 さ れ 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 も Ｖ ｍ ｎ に さ れ る 。 画 素 電 極 の 電 位 が Ｖ １

ｎ ， Ｖ ｍ ｎ 以 外 の 電 位 （ 例 え ば Ｖ ２ ｎ 等 ） に 設 定 さ れ た 場 合 に は 、 中 間 調 表 示 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ と い う 関 係 と 、 Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ

ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ と い う 関 係 が 成 立 し て い る 状 態 が 理 想 的 な 状 態 で あ る 。 ま た 、 こ の 理 想 的 な
状 態 に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 を Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ と す る 。 な お 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ が 成 立 し て い る と い う こ と は 、 正 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示
と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が
等 し い と い う こ と を 意 味 す る 。 同 様 に 、 Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ が 成 立
し て い る と い う こ と は 、 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性
駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し い と い う こ と を 意 味 す る 。 ま た 、
こ れ ら の 関 係 が 成 立 し て い な い と い う こ と は 、 正 極 性 駆 動 の と き と 負 極 性 駆 動 の と き と で
、 白 表 示 ま た は 黒 表 示 と す る 画 素 へ の 印 加 電 圧 に ず れ が 生 じ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Goohyung Chung、 “ Ｓ ６ Ｄ ０ １ １ ０ ” 、 第 １ ５ ペ ー ジ 、 第 ３ ７ ペ ー ジ 、
［ online］ 、 ２ ０ ０ ２ 年 ７ 月 ９ 日 、 Samsung Electronics Corporation,Ltd.、 ［ 平 成 １ ６
年 ４ 月 ２ １ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.samsung.com/Products/Semi
conductor/SystemLSI/DDI/MobileDDI/MobileTFT/S6D0110/ds_s6d0110_r05.pdf＞
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す 従 来 の 構 成 に お い て 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ は 、 そ
れ ぞ れ 異 な る オ ペ ア ン プ か ら 出 力 さ れ る 電 位 で あ る 。 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 は 、 個 々 の オ
ペ ア ン プ の 特 性 に よ り 同 一 に な ら な い 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 図 １ １ に 示 す 構 成 の 液 晶 表 示
装 置 用 電 源 回 路 を 複 数 製 造 し た 場 合 で あ っ て も 、 オ ペ ア ン プ １ １ １ の 出 力 電 位 は 同 一 に な
る と は 限 ら ず 、 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 毎 に 出 力 さ れ る 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ が 異 な る 場 合 が 生
じ 得 る 。 こ こ で は オ ペ ア ン プ １ １ １ を 例 に 説 明 し た が 、 他 の オ ペ ア ン プ １ ０ １ や オ ペ ア ン
プ １ ２ １ の 出 力 電 位 も 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 毎 に 異 な り 、 そ の 結 果 、 出 力 さ れ る 電 位 Ｖ

Ｒ Ｅ Ｇ や 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ も 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 毎 に 異 な る 場 合 が 生 じ 得 る 。 オ ペ ア ン
プ の 出 力 電 位 は 、 ± ３ ０ ０ ｍ Ｖ 程 度 ば ら つ く 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 に ば ら つ き が 生 じ る と 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ

ｍ Ｌ の 中 間 電 位 が 、 理 想 的 な 状 態 で の 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ か ら ず れ て し ま う 。 図 １ ３ は 、
オ ペ ア ン プ １ １ １ （ 図 １ １ 参 照 ） の 出 力 電 位 の ば ら つ き に よ り 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ が 図 １ ２
に 示 す 理 想 的 な 状 態 よ り も 低 下 し た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ の 低 下
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に 伴 い 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 は 、 理 想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ よ
り も 低 く な る 。 ま た 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ

Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ と い う 関 係 が 成 立 し な く な る 。 図 １ ３ で は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ が ば
ら つ い た 場 合 を 示 し た が 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ が ば ら つ い た 場 合 に も 同 様 の 結 果 と な る 。 す な
わ ち 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の ば ら つ き に よ り 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ が 図 １ ２ に 示 す 理 想 的 な 状 態 よ
り も 上 昇 し た り 低 下 し た り し た 場 合 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 は 、 理
想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ か ら ず れ て し ま う 。 ま た 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ －
Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ と い う 関 係 が 成 立 し な く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ が ば ら つ き に よ り 上 昇 ま た は 低 下 し た 場 合 に も 、 図 １ ２ に 示 す 理 想
的 な 状 態 で な く な っ て し ま う 。 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ が 上 昇 ま た は 低 下 す る と 、 Ｖ １ ｐ ， Ｖ ２ ｐ ，
・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｐ の 各 電 位 お よ び Ｖ １ ｎ ， Ｖ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｎ の 各 電 位 も 上 昇 ま た は 低
下 す る 。 そ の 結 果 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ

＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ と い う 関 係 が 成 立 し な く な る 。 従 っ て 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と 電 位 Ｖ ｃ

ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 は 、 理 想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ か ら ず れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ の 中 間 電 位 が 、 図 １ ２ に 示 す 理 想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ

ｎ ｔ か ら ず れ る と 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 品 位 が 低 下 し て し ま う 。 例 え ば 、 フ リ ッ カ が 生 じ
て し ま う 。 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 が 動 い た り 、 観 察 者 の 視 点 が 動 い た り し た と き に 、 横 方 向
の 筋 が 観 察 さ れ て し ま う と い う 現 象 が 生 じ る 。 こ の よ う な 表 示 品 位 の 低 下 は 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ

と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 と 、 理 想 的 な 状 態 に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 Ｖ

ｃ ｅ ｎ ｔ と の ず れ が ± １ ０ ０ ｍ Ｖ 以 上 に な る と 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 個 々 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 毎 に オ ペ ア ン プ の 出
力 電 位 の ば ら つ き を 調 整 し て い た 。 図 １ ４ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ の ば ら つ き を 調 整 す る 方 法
の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 抵 抗 １ ５ ０ ａ ， １ ５ ０ ｂ に よ っ て 、 電
位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 接 地 電 位 （ ０ Ｖ ） と の 電 位 差 を 分 圧 し 、 分 圧 に よ っ て 得 ら れ る 電 位 を 端 子 １
１ ５ を 介 し て 、 オ ペ ア ン プ １ １ １ に 入 力 す る 。 そ し て 、 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 毎 に 、 分
圧 に よ っ て 得 る 電 位 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 オ ペ ア ン プ １ １ １ の 出 力 電 位 が 同 一 に な る
よ う に し て い た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し か し 、 図 １ ４ の よ う な 調 整 を 行 う と 、 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 部 品 点 数 が 増 加 し て
し ま う 。 ま た 、 携 帯 型 電 子 機 器 の 表 示 部 と し て 用 い ら れ る 液 晶 表 示 装 置 で は 部 品 点 数 の 削
減 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 が 理 想 的 な 中 間 電 位 か ら ず れ に
く い 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 少 な い 部 品 点 数 で 実 現
す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 態 様 １ は 、 ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 を 導 通 状 態 ま た は 非 導 通 状 態 に 切 り 替
え る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ド レ イ ン に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 と 、 ス イ ッ
チ ン グ 素 子 の ソ ー ス に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 と 、 画 素 電 極 に 対 向 す る コ モ ン 電 極 と 、 コ モ
ン 電 極 と 画 素 電 極 間 に 挟 持 さ れ る 液 晶 と を 備 え 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ
ン 間 が 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え ら れ た 後 に お け る そ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ た 画
素 電 極 の 電 位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 上 と な る 第 １ 駆 動 状 態 と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス
お よ び ド レ イ ン 間 が 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え ら れ た 後 に お け る そ の ド レ イ ン に
接 続 さ れ た 画 素 電 極 の 電 位 が コ モ ン 電 極 の 電 位 以 下 と な る 第 ２ 駆 動 状 態 と を 切 替 可 能 で あ
り 、 第 １ 駆 動 状 態 と 第 ２ 駆 動 状 態 と で コ モ ン 電 極 に 異 な る 電 位 が 設 定 さ れ る 液 晶 表 示 装 置
に 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 で あ っ て 、 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る
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電 位 を 生 成 す る た め の 二 種 類 の 所 定 電 位 の う ち 高 い 方 の 電 位 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と し 、 第 ２ 駆 動 状
態 で の コ モ ン 電 極 の 電 位 を Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と し た と き に 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と を
等 電 位 と し て 出 力 す る 高 電 位 出 力 部 を 一 つ 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回
路 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ る 態 様 ２ は 、 態 様 １ に お い て 、 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位
を 生 成 す る た め の 二 種 類 の 所 定 電 位 の う ち 低 い 方 の 電 位 を Ｖ Ｓ Ｓ と し 、 第 １ 駆 動 状 態 で の
コ モ ン 電 極 の 電 位 を Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と し た と き に 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と を 等 電 位 と
し て 出 力 す る 低 電 位 出 力 部 を 一 つ 備 え た 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 提 供 す る 。 態 様 ２ に よ
れ ば 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 を 理 想 的 な 中 間 電 位 と す る こ と が で き 、 表 示 品
位 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 品 点 数 を よ り 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 態 様 ３ は 、 態 様 ２ に お い て 、 高 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と 低 電 位 出 力 部 の 出
力 電 位 と の 電 位 差 を 分 圧 し て 、 第 １ 駆 動 状 態 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 複 数 種 類 の
電 位 を 生 成 す る 第 １ の 抵 抗 群 と 、 高 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と 低 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と の
電 位 差 を 分 圧 し て 、 第 ２ 駆 動 状 態 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 複 数 種 類 の 電 位 を 生 成
す る 第 ２ の 抵 抗 群 と を 備 え 、 第 １ の 抵 抗 群 に よ る 分 圧 で 生 成 さ れ る 複 数 種 類 の 電 位 の う ち
最 も 低 い 電 位 と 低 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と の 電 位 差 を Ｖ ｊ と し 、 第 ２ の 抵 抗 群 に よ る 分 圧
で 生 成 さ れ る 複 数 種 類 の 電 位 の う ち 最 も 高 い 電 位 と 高 電 位 出 力 部 の 出 力 電 位 と の 電 位 差 を
Ｖ ｋ と し 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ソ ー ス お よ び ド レ イ ン 間 を 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り
替 え た と き に お け る 画 素 電 極 の 電 位 低 下 量 で あ る フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を Ｖ ｆ と し た と き に
、 Ｖ ｊ ＝ Ｖ ｋ ＋ ２ ・ Ｖ ｆ を 満 足 す る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 提 供 す る 。 態 様 ３ に よ れ ば
、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 が 生 じ る 場 合 で あ っ て も 、 第 １ 駆 動 状 態 の と き と 第 ２ 駆 動 状 態 の と
き と で 、 画 素 を 白 色 に す る た め に 液 晶 に 印 加 す る 電 圧 を 等 し く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 を 理 想 的 な 中 間 電 位 か ら ず れ に く
く し 、 表 示 品 位 を 低 下 し に く く す る こ と が で き る 。 ま た 、 部 品 点 数 を 少 な く す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 に
お い て 、 電 圧 や 電 位 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ 等 の 記 号 で 示 す 場 合 が あ る が 、 記 号 で 示 さ れ た 電 圧 や 電 位
の 単 位 は Ｖ （ ボ ル ト ） で あ る も の と し 、 単 位 の 表 記 は 省 略 す る 。 ま た 、 以 下 の 説 明 で は 、
液 晶 表 示 装 置 が ノ ー マ リ ホ ワ イ ト の 液 晶 表 示 装 置 で あ る 場 合 を 例 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
［ 実 施 の 形 態 １ ］ 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 が 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装
置 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 に は 、 画 素 毎 に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ と 画
素 電 極 ２ が 設 け ら れ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ が Ｔ Ｆ Ｔ で あ る 場 合 を 例
に し て 説 明 す る 。 ま た 、 画 素 は マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ る も の と す る 。 画 素 は マ ト リ ク ス
状 に 配 置 さ れ る の で 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ と 画 素 電 極 ２ と の 組 み 合 わ せ は 、 マ ト リ ク ス 状 に 複 数 設 け
ら れ る が 、 図 １ で は Ｔ Ｆ Ｔ １ お よ び 画 素 電 極 ２ を １ つ だ け 示 し 、 他 は 図 示 を 省 略 し た 。 ま
た 、 液 晶 表 示 装 置 に は 、 各 画 素 電 極 ２ と 対 向 す る コ モ ン 電 極 ３ が 設 け ら れ る 。 本 実 施 の 形
態 で は 、 コ モ ン 電 極 ３ は １ 枚 で あ る も の と す る 。 な お 、 コ モ ン 電 極 ３ お よ び 各 画 素 電 極 ２
は 、 透 明 電 極 で あ る 。 コ モ ン 電 極 ３ と 各 画 素 電 極 ２ と の 間 に 液 晶 （ 図 示 せ ず ） が 挟 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ の ゲ ー ト １ ａ は 、 ゲ ー ト 配 線 ５ に 接 続 さ れ る 。 ゲ ー ト 配 線 ５ は 、 マ ト リ ク ス 状
に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 の 各 行 毎 に 設 け ら れ る 。 そ し て 、 １ 行 に お け る そ れ ぞ れ の Ｔ Ｆ Ｔ の
各 ゲ ー ト １ ａ は 、 そ の 行 の ゲ ー ト 配 線 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 各 行 毎 に 設 け ら れ る 各 ゲ ー ト
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配 線 ５ は 、 そ れ ぞ れ 電 位 Ｖ Ｇ Ｈ の 出 力 部 （ 図 示 せ ず ） ま た は 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ の 出 力 部 （ 図 示 せ
ず ） の い ず れ か に 接 続 さ れ る 。 な お 、 選 択 行 の ゲ ー ト 配 線 は 、 電 位 Ｖ Ｇ Ｈ の 出 力 部 （ 図 示
せ ず ） に 接 続 さ れ 、 そ の 後 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ の 出 力 部 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る よ う に 切 り 替 え
ら れ る 。 ま た 、 非 選 択 行 の ゲ ー ト 配 線 は 、 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ の 出 力 部 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る
。 従 っ て 、 選 択 行 の ゲ ー ト 配 線 に 接 続 さ れ る 各 ゲ ー ト １ ａ の 電 位 は 、 電 位 Ｖ Ｇ Ｈ に 設 定 さ
れ 、 そ の 後 、 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 非 選 択 行 の ゲ ー ト 配 線 に 接 続 さ れ る 各 ゲ ー
ト １ ａ の 電 位 は 、 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 各 ゲ ー ト 配 線 を 、 電 位 Ｖ Ｇ Ｈ の 出 力 部 （ 図 示 せ ず ） ま た は 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ の 出 力 部 （
図 示 せ ず ） の い ず れ か に 接 続 さ せ る よ う に す る た め に は 、 各 ゲ ー ト 配 線 毎 に ス イ ッ チ （ 図
示 せ ず ） を 設 け れ ば よ い 。 そ し て 、 各 ゲ ー ト 配 線 の ス イ ッ チ を そ れ ぞ れ 切 り 替 え る こ と に
よ り 、 各 ゲ ー ト 配 線 を 電 位 Ｖ Ｇ Ｈ の 出 力 部 ま た は 電 位 Ｖ Ｇ Ｌ の 出 力 部 に 接 続 さ せ る 構 成 と
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ の ソ ー ス １ ｃ は 、 ソ ー ス 配 線 ４ に 接 続 さ れ る 。 ソ ー ス 配 線 ４ は 、 マ ト リ ク ス 状
に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 の 各 列 毎 に 設 け ら れ る 。 そ し て 、 １ 列 に お け る そ れ ぞ れ の Ｔ Ｆ Ｔ の
各 ソ ー ス １ ｃ は 、 そ の 列 の ソ ー ス 配 線 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 各 列 毎 に 設 け ら れ る 各 ソ ー ス
配 線 ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 二 種 類 の 所 定 電 位 （ 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ お よ び 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ ） の 電 位 差 を 分
圧 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る 複 数 の 電 位 に 応 じ た 各 出 力 端 子 の い ず れ か に 接 続 さ れ る 。
分 圧 に よ っ て 生 成 さ れ た 複 数 の 電 位 に 応 じ た 各 出 力 端 子 の う ち 、 ど の 電 位 の 出 力 端 子 に 接
続 さ れ る の か は 、 画 像 デ ー タ お よ び 極 性 （ 正 極 性 駆 動 か 負 極 性 駆 動 か ） に 応 じ て 定 め ら れ
る 。 な お 、 分 圧 に よ っ て 生 成 さ れ る 複 数 の 電 位 の 出 力 部 に つ い て は 、 図 ３ を 用 い て 後 述 す
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ の ド レ イ ン １ ｂ は 、 画 素 電 極 ２ に 接 続 さ れ る 。 選 択 行 の ゲ ー ト 配 線 の 電 位 が Ｖ

Ｇ Ｈ （ オ ン 電 位 ） に 設 定 さ れ る と 、 ソ ー ス １ ｃ と ド レ イ ン １ ｂ と の 間 が 導 通 状 態 に な り 、
画 素 電 極 ２ は 、 ソ ー ス 配 線 ４ と 等 電 位 に な る 。 ま た 、 選 択 行 に お け る 各 画 素 に 対 応 す る 各
ソ ー ス 配 線 は 、 選 択 行 に お け る 各 画 素 の 画 像 デ ー タ お よ び 極 性 に 応 じ た 電 位 に 設 定 さ れ る
の で 、 選 択 行 の 各 画 素 電 極 ２ も そ の 画 素 の 画 像 デ ー タ お よ び 極 性 に 応 じ た 電 位 に な る 。 ま
た 、 コ モ ン 電 極 ３ も 極 性 に 応 じ て 所 定 の 電 位 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ま た は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ ） に 設 定 さ れ
る 。 こ の 結 果 、 選 択 行 の 各 画 素 に お い て 、 画 素 電 極 ２ と コ モ ン 電 極 ３ と に 挟 持 さ れ た 液 晶
は 、 画 像 デ ー タ に 応 じ た 電 圧 が 印 加 さ れ 、 画 像 デ ー タ に 応 じ た 透 過 率 を 呈 す る 。 ま た 、 ゲ
ー ト 配 線 ５ の 電 位 が Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ （ オ フ 電 位 ） に 切 り 替 え ら れ る と 、 ソ ー ス １ ｃ と ド
レ イ ン １ ｂ と の 間 が 非 導 通 状 態 に な る （ す な わ ち 、 ソ ー ス 配 線 ４ と 画 素 電 極 ２ と の 間 が 非
導 通 状 態 に な る ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 背 景 技 術
の 説 明 と 同 様 に 、 正 極 性 駆 動 （ 第 １ 駆 動 状 態 ） の と き に コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る 電 位 を
Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と し 、 負 極 性 駆 動 （ 第 ２ 駆 動 状 態 ） の と き に コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る 電 位 を
Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と す る 。 ま た 、 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位 を 生 成 す る た め の
二 種 類 の 所 定 電 位 を 、 そ れ ぞ れ Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ お よ び Ｖ Ｓ Ｓ と す る 。 た だ し 、 こ の 二 種 類 の 所 定
電 位 の う ち 高 い 方 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と し 、 低 い 方 を Ｖ Ｓ Ｓ と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 用 電 源 回 路 で は 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と を 等 電 位 と す
る 。 そ し て 、 一 つ の 電 位 出 力 部 か ら 出 力 さ れ る 電 位 を Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ （ ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電
位 を 生 成 す る た め の 二 種 類 の 所 定 電 位 の う ち の 高 い 方 の 電 位 ） と し て 用 い る と と も に 、 Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｈ （ 負 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る 電 位 ） と し て も 用 い る 。 同 様 に
、 本 発 明 で は 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と を 等 電 位 と す る 。 そ し て 、 一 つ の 電 位 出 力
部 か ら 出 力 さ れ る 電 位 を Ｖ Ｓ Ｓ （ ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位 を 生 成 す る た め の 二 種 類 の 所
定 電 位 の う ち の 低 い 方 の 電 位 ） と し て 用 い る と と も に 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ （ 正 極 性 駆 動 の と き に
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コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る 電 位 ） と し て も 用 い る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ

は 接 地 電 位 （ ０ Ｖ ） で あ る と す る 。 従 っ て 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ も 接 地 電 位 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 用 電 源 回 路 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施
の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 用 電 源 回 路 は 、 二 種 類 の 所 定 電 位 の 電 位 差 を 分 圧 す る こ と に よ っ て
生 成 さ れ る 複 数 の 電 位 の 出 力 部 も 備 え る が 、 こ の 出 力 部 に 関 し て は 図 ２ で は 図 示 せ ず 、 後
述 の 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ に 示 す オ ペ ア ン プ １ １ は 、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ 接 続 さ れ た オ ペ ア ン プ で あ る 。 オ ペ
ア ン プ １ １ の 非 反 転 入 力 端 子 に は 、 等 電 位 で あ る Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ の 電 位 が 入 力
さ れ る 。 以 下 、 こ の 電 位 を 第 １ 共 通 電 位 と 記 す 。 オ ペ ア ン プ １ １ は 、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ
接 続 さ れ て い る の で 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電 位 は 、 入 力 電 位 と 等 し い 。 従 っ て 、 オ ペ ア
ン プ １ １ の 出 力 電 位 も 第 １ 共 通 電 位 で あ る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア ン プ １ １ は 、 第 １ 共 通 電 位
の 出 力 部 で あ る 。 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 端 に は 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ が 接 続 さ れ 、 第 １ 共
通 電 位 配 線 １ ４ の 電 位 は オ ペ ア ン プ １ １ に よ っ て 第 １ 共 通 電 位 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ
ア ン プ １ １ の 出 力 端 は 、 第 １ 端 子 １ ２ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ 端 子 １ ２ は 、 平 滑 コ ン
デ ン サ １ ３ に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 端 は 、 第 １ 端 子 １ ２ を 介 し て
平 滑 コ ン デ ン サ １ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 平 滑 コ ン デ ン サ １ ３ の 一 方 の 電 極 は 接 地 さ れ 、 他 方 の 電 極 は 第 １ 端 子 １ ２ に 接 続 さ れ る
。 平 滑 コ ン デ ン サ １ ３ に よ り 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電 位 （ 第 １ 共 通 電 位 ） は 安 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 第 ２ 端 子 ３ １ は 接 地 さ れ る と と も に 、 第 ２ 端 子 ３ １ に は 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ が
接 続 さ れ る 。 第 ２ 端 子 ３ １ は 、 接 続 さ れ て い る 配 線 （ 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ ） の 電 位 を 第
２ 共 通 電 位 に 設 定 す る 端 子 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ 端 子 ３ １ は 、 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ に
対 し て 第 ２ 共 通 電 位 を 出 力 す る 電 位 出 力 部 と し て の 役 割 を 果 た す 。 た だ し 、 第 ２ 共 通 電 位
は 、 等 電 位 で あ る Ｖ Ｓ Ｓ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 電 位 で あ る 。 第 １ 共 通 電 位 お よ び 第 ２ 共 通 電
位 は 、 第 １ 共 通 電 位 が 第 ２ 共 通 電 位 よ り も 高 電 位 に な る よ う に 定 め ら れ る 。 本 実 施 形 態 で
は 、 第 ２ 端 子 ３ １ は 接 地 さ れ て い る の で 、 第 ２ 共 通 電 位 は 接 地 電 位 で あ る 。 従 っ て 、 第 ２
共 通 電 位 配 線 ３ ３ の 電 位 は 、 接 地 電 位 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 第 ２ 共 通 電 位 は 接 地 電 位 に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 接 地 電 位 以 外 の 電 位 を 第 ２
共 通 電 位 と し て 出 力 す る 場 合 に は 、 第 二 共 通 電 位 を 出 力 す る オ ペ ア ン プ （ 図 示 せ ず 。 ） を
設 け 、 そ の オ ペ ア ン プ の 出 力 端 に 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ を 接 続 す る 構 成 と す れ ば よ い 。 ま
た 、 こ の 場 合 、 オ ペ ア ン プ １ １ と 同 様 に 、 第 二 共 通 電 位 を 出 力 す る オ ペ ア ン プ （ 図 示 せ ず
。 ） の 出 力 端 を 平 滑 コ ン デ ン サ （ 平 滑 コ ン デ ン サ １ ３ と は 異 な る 平 滑 コ ン デ ン サ 。 図 示 せ
ず 。 ） に 接 続 す る 構 成 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 オ ペ ア ン プ １ １ か ら 出 力 さ れ る 電 位 は 、 負 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る
電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と し て 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 負 極 性 駆 動 の と き に は 、 コ モ ン 電 極 ３ は 第
１ 共 通 電 位 配 線 １ ４ に 接 続 さ れ 、 コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は 第 １ 共 通 電 位 に 設 定 さ れ る 。 ま た
、 第 ２ 端 子 ３ １ か ら 出 力 さ れ る 電 位 は 、 正 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る 電
位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と し て 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 正 極 性 駆 動 の と き に は 、 コ モ ン 電 極 ３ は 第 ２
共 通 電 位 配 線 ３ ３ に 接 続 さ れ 、 コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は 第 ２ 共 通 電 位 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 オ ペ ア ン プ １ １ か ら 出 力 さ れ る 第 １ 共 通 電 位 お よ び 第 ２ 端 子 ３ １ か ら 出 力 さ れ る
第 ２ 共 通 電 位 は 、 そ れ ぞ れ 、 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位 を 生 成 す る た め
の 二 種 類 の 所 定 電 位 と し て 用 い ら れ る 。 図 ３ は 、 二 種 類 の 所 定 電 位 （ 第 １ 共 通 電 位 で あ る
Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ お よ び 第 ２ 共 通 電 位 で あ る Ｖ Ｓ Ｓ ） の 電 位 差 を 分 圧 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る
複 数 の 電 位 の 出 力 部 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ お よ び 第
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２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ 図 ２ に 示 す 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ お よ び 第 ２ 共 通 電 位 配
線 ３ ３ と 同 一 の 配 線 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ お よ び 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ に は 、 第 １ 出 力
部 ４ １ お よ び 第 ２ 出 力 部 ４ ２ が 接 続 さ れ る 。 第 １ 出 力 部 ４ １ は 、 抵 抗 ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ ，
５ ４ 等 の 複 数 の 抵 抗 を 含 む 。 図 ３ に 示 す 例 で は 、 一 つ の 抵 抗 ５ １ の 一 端 が 第 １ 共 通 電 位 配
線 １ ４ に 接 続 さ れ 、 別 の 抵 抗 ５ ４ の 一 端 が 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 第 １
出 力 部 ４ １ は 、 各 抵 抗 ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ ， ５ ４ 等 に よ っ て 、 図 ２ に 示 す オ ペ ア ン プ １ １ の
出 力 電 位 で あ る 第 １ 共 通 電 位 （ Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ ） と 、 第 ２ 端 子 ３ １ の 出 力 電 位 で あ る 第 ２ 共 通 電
位 （ Ｖ Ｓ Ｓ ） と の 電 位 差 を 分 圧 し 、 電 位 Ｖ １ ｐ ， Ｖ ２ ｐ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｐ を 生 成 す る 。 複
数 の 抵 抗 に よ る 分 圧 で 電 位 Ｖ １ ｐ ， Ｖ ２ ｐ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｐ と な る 箇 所 に 、 そ れ ぞ れ 電 位
を 出 力 す る た め の 出 力 端 子 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ １ ｍ が 設 け ら れ る 。 各 電 位 Ｖ １ ｐ

， Ｖ ２ ｐ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｐ は 、 正 極 性 駆 動 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 電 位 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ２ 出 力 部 ４ ２ も 、 第 １ 出 力 部 ４ １ と 同 様 に 複 数 の 抵 抗 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ 等 を 含
む 。 図 ３ に 示 す 例 で は 、 一 つ の 抵 抗 ６ １ の 一 端 が 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ に 接 続 さ れ 、 別 の
抵 抗 ６ ４ の 一 端 が 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 ２ 出 力 部 ４ ２ は 、
各 抵 抗 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ 等 に よ っ て 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電 位 で あ る 第 １ 共 通 電
位 （ Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ ） と 、 第 ２ 端 子 ３ １ の 出 力 電 位 で あ る 第 ２ 共 通 電 位 （ Ｖ Ｓ Ｓ ） と の 電 位 差 を
分 圧 し 、 電 位 Ｖ １ ｎ ， Ｖ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｎ を 生 成 す る 。 複 数 の 抵 抗 に よ る 分 圧 で 電 位
Ｖ １ ｎ ， Ｖ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｎ と な る 箇 所 に 、 そ れ ぞ れ 電 位 を 出 力 す る た め の 出 力 端 子
４ ２ ａ ， ４ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ２ ｍ が 設 け ら れ る 。 各 電 位 Ｖ １ ｎ ， Ｖ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｎ

は 、 負 極 性 駆 動 の と き に ソ ー ス 配 線 に 設 定 さ れ る 電 位 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 第 １ 出 力 部 ４ １ に お い て 、 分 圧 に よ り 生 成 さ れ る 電 位 の う ち 最 も 高 い 電 位 は Ｖ １

ｐ で あ り 、 Ｖ ２ ｐ ， Ｖ ３ ｐ ， ・ ・ ・ の 順 に 電 位 が 低 く な る も の と し 、 最 も 低 い 電 位 は Ｖ ｍ

ｐ で あ る も の と す る 。 同 様 に 、 第 ２ 出 力 部 ４ ２ に お い て 、 分 圧 に よ り 生 成 さ れ る 電 位 の う
ち 最 も 高 い 電 位 は Ｖ １ ｎ で あ り 、 Ｖ ２ ｎ ， Ｖ ３ ｎ ， ・ ・ ・ の 順 に 電 位 が 低 く な る も の と し
、 最 も 低 い 電 位 は Ｖ ｍ ｎ で あ る も の と す る 。 ま た 、 第 １ 出 力 部 ４ １ や 第 ２ 出 力 部 ４ ２ に お
い て 、 分 圧 に よ り 生 成 さ れ る 電 位 の 種 類 は 例 え ば ６ ４ 種 類 等 と す れ ば よ い 。 た だ し 、 こ こ
に 示 し た 値 「 ６ ４ 」 は 例 示 で あ り 、 分 圧 に よ り 生 成 さ れ る 電 位 の 種 類 は ６ ４ 種 類 未 満 で あ
っ て も ６ ４ 種 類 よ り 多 く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 電 位 Ｖ １ ｐ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と の 電 位 差 に よ っ て 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 を
実 現 す る た め に 用 い ら れ る 電 位 で あ る 。 一 方 、 電 位 Ｖ １ ｎ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と の 電 位 差
に よ っ て 負 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 を 実 現 す る た め に 用 い ら れ る 電 位 で あ る 。 ま た 、 電 位
Ｖ ２ ｐ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と の 電 位 差 に よ っ て 正 極 性 駆 動 の と き に ２ 番 目 に 輝 度 が 低 い 中
間 調 表 示 を 実 現 す る た め に 用 い ら れ る 電 位 で あ る 。 一 方 、 電 位 Ｖ ２ ｎ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ

と の 電 位 差 に よ っ て 負 極 性 駆 動 の と き に ２ 番 目 に 輝 度 が 高 い 中 間 調 表 示 を 実 現 す る た め に
用 い ら れ る 電 位 で あ る 。 従 っ て 、 Ｖ １ ｐ ＝ Ｖ １ ｎ や Ｖ ２ ｐ ＝ Ｖ ２ ｎ が 成 立 し て い る わ け で
は な い 。 他 の 電 位 に つ い て も 同 様 で あ り 、 例 え ば 、 Ｖ ｍ ｐ ＝ Ｖ ｍ ｎ 等 が 成 立 し て い る わ け
で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ で は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 抵 抗 に よ っ て 電 位 Ｖ １ ｐ ， Ｖ ２ ｐ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｐ

や 電 位 Ｖ １ ｎ ， Ｖ ２ ｎ ， ・ ・ ・ ， Ｖ ｍ ｎ を 生 成 す る 場 合 を 示 し た 。 所 望 の 電 位 を 生 成 す る
場 合 、 直 列 に 接 続 さ れ た 抵 抗 に よ っ て い く つ か の 電 位 を 生 成 し 、 そ の 生 成 し た 電 位 同 士 の
電 位 差 を さ ら に 分 圧 す る こ と に よ っ て 所 望 の 各 電 位 を 生 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 ６ ４ 種 類
の 電 位 を 生 成 す る 場 合 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と の 電 位 差 を 分 圧 し て 、 ま ず ８ 種 類 の
電 位 を 生 成 し 、 そ の ８ 種 類 の 電 位 同 士 の 電 位 差 を さ ら に 分 圧 す る こ と に よ っ て ６ ４ 種 類 の
電 位 を 生 成 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 正 極 性 駆 動 の と き に は 、 選 択 行 の 各 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た ソ ー ス 配 線 は 、 第 １ 出 力 部 ４
１ に 含 ま れ る 各 出 力 端 子 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ １ ｍ の い ず れ か に 接 続 さ れ 、 出 力 端
子 に 応 じ た 電 位 に 設 定 さ れ る 。 ど の 電 位 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ る か は 、 選 択 行 の 各 画 素 に
対 応 す る 画 像 デ ー タ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 負 極 性 駆 動 の と き に は 、 選 択 行 の 各 画 素
電 極 に 接 続 さ れ た ソ ー ス 配 線 は 、 第 ２ 出 力 部 ４ ２ に 含 ま れ る 各 出 力 端 子 ４ ２ ａ ， ４ ２ ｂ ，
・ ・ ・ ， ４ ２ ｍ の い ず れ か に 接 続 さ れ 、 出 力 端 子 に 応 じ た 電 位 に 設 定 さ れ る 。 負 極 性 駆 動
の 場 合 に お い て も 、 ど の 電 位 の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ る か は 、 選 択 行 の 各 画 素 に 対 応 す る 画
像 デ ー タ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 各 ソ ー ス 配 線 を 、 出 力 端 子 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ １ ｍ あ る い は 出 力 端 子 ４
２ ａ ， ４ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， ４ ２ ｍ の い ず れ か に 接 続 さ せ る よ う に す る た め に は 、 各 ソ ー ス 配
線 毎 に ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を 設 け れ ば よ い 。 そ し て 、 各 ソ ー ス 配 線 の ス イ ッ チ を そ れ ぞ
れ 切 り 替 え る こ と に よ り 、 各 ソ ー ス 配 線 を 図 ３ に 示 す い ず れ か の 出 力 端 子 に 接 続 さ せ る 構
成 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 コ モ ン 電 極 ３ を 、 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ と 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ の い ず れ か に 接
続 さ せ る よ う に す る た め に は 、 コ モ ン 電 極 ３ か ら 引 き 出 さ れ る 配 線 （ 図 示 せ ず ） に ス イ ッ
チ （ 図 示 せ ず ） を 設 け れ ば よ い 。 そ し て 、 そ の ス イ ッ チ を 切 り 替 え る こ と に よ り 、 コ モ ン
電 極 を 第 １ 共 通 電 位 配 線 １ ４ と 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ の い ず れ か に 接 続 さ せ る 構 成 と す れ
ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 用 い れ ば 、 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば
ら つ き に 起 因 す る 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き る 。 以 下 、 そ の 理 由 に つ い て 図 ４ お
よ び 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 た だ し 、 こ こ で は 説 明 を 簡 略 化 す る た め 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電
圧 は 考 慮 せ ず に 説 明 す る 。 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ の ソ ー ス １ ｃ お よ び ド レ イ ン
１ ｂ 間 を 導 通 状 態 か ら 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え た と き に お け る 画 素 電 極 の 電 位 低 下 量 で あ る
。 す な わ ち 、 ゲ ー ト 配 線 の 電 位 を Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ に 切 り 替 え る の に 伴 っ て 低 下 す る 画 素
電 極 電 位 の 低 下 量 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 正 極 性 駆 動 の と き に は 、 白 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る
ソ ー ス 配 線 の 電 位 を Ｖ ｍ ｐ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 を Ｖ ｍ ｐ に す る も
の と す る 。 正 極 性 駆 動 の と き の コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ （ 第 ２ 共 通 電 位 ） で あ る
の で 、 そ の 画 素 の 液 晶 に Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 白 色 に な る 。
ま た 、 黒 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の 電 位 を Ｖ １ ｐ に 設 定 す る こ
と に よ り 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 を Ｖ １ ｐ に す る も の と す る 。 す る と 、 そ の 画 素 の 液 晶 に Ｖ

１ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 黒 色 と な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 負 極 性 駆 動 の と き に は 、 白 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の
電 位 を Ｖ １ ｎ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 を Ｖ １ ｎ に す る も の と す る 。 負
極 性 駆 動 の と き の コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ （ 第 １ 共 通 電 位 ） で あ る の で 、 そ の 画
素 の 液 晶 に Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 白 色 に な る 。 ま た 、 黒 表 示
と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の 電 位 を Ｖ ｍ ｎ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ
の 画 素 電 極 の 電 位 を Ｖ ｍ ｎ に す る も の と す る 。 す る と 、 そ の 画 素 の 液 晶 に Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ

ｍ ｎ の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 黒 色 と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ こ で 、 正 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に
白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し く 、 ま た 、 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画
素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し い も
の と す る 。 こ の と き 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ
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Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ が 成 立 す る 。 こ の 理 想 的 な 状 態 に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ （ 第 １ 共 通 電
位 ） と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ （ 第 ２ 共 通 電 位 ） と の 中 間 電 位 が Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 複 数 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 製 造 し た と き に 、 図 ２ に 示 す オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電
位 に ば ら つ き が 生 じ た と す る 。 そ し て 、 あ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 で は 、 図 ４ に 示 す 場
合 に 比 べ て 第 １ 共 通 電 位 が 低 下 し た と す る 。 図 ５ は 、 こ の と き の 状 態 を 示 す 。 オ ペ ア ン プ
１ １ が 出 力 す る 第 １ 共 通 電 位 が 低 下 す る と 、 負 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン 電 極 に 設 定 さ れ る
電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ が 低 下 し 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 も 低 下 す る 。 ま た 、 分 圧 に
よ り Ｖ １ ｐ ～ Ｖ ｍ ｐ お よ び Ｖ １ ｎ ～ Ｖ ｍ ｎ を 生 成 す る た め の 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ も 低 下 す る 。 た
だ し 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ お よ び 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ は 、 同 一 の オ ペ ア ン プ １ １ か ら 出 力 さ れ る 等 し
い 電 位 で あ る の で 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ ＝ Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と い う 関 係 は 保 た れ る 。 ま た 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ

Ｓ Ｓ と い う 関 係 も 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す 場 合 に 比 べ 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ が 低 下 す る と 、 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と Ｖ １ ｐ の 電 位 差 、
Ｖ １ ｐ と Ｖ ２ ｐ の 電 位 差 、 ・ ・ ・ 、 Ｖ ｍ ｐ と Ｖ Ｓ Ｓ の 電 位 差 も そ れ ぞ れ 低 下 す る 。 同 様 に
、 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と Ｖ １ ｎ の 電 位 差 、 Ｖ １ ｎ と Ｖ ２ ｎ の 電 位 差 、 ・ ・ ・ 、 Ｖ ｍ ｎ と Ｖ Ｓ Ｓ の 電 位
差 も そ れ ぞ れ 低 下 す る 。 こ の 場 合 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ が 低 下 す る と 、 同 様 に Ｖ ｍ ｐ － Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｌ も 低 下 す る 。 ま た 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ が 低 下 す る と 、 同 様 に Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ

Ｌ も 低 下 す る 。 こ の 結 果 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ

ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ と い う 関 係 は 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 従 っ て 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電 位 に ば ら つ き に よ り 第 １ 共 通 電 位 が 低 下 し た と し て も
、 正 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と
す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し く 、 ま た 、 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加
す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し い と い う 関 係
は 保 た れ る 。 従 っ て 、 図 ５ に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と の 中 間 電 位 は 、 図 ４ に 示 す
Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ よ り 低 く な る も の の 、 理 想 的 な 状 態 に お け る 中 間 電 位 で あ る と い え る 。 よ っ て
、 フ リ ッ カ や 横 方 向 の 筋 が 観 察 さ れ て し ま う と い う 現 象 は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ こ で は 、 第 １ 共 通 電 位 が 低 下 す る 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電 位
の ば ら つ き に よ り 第 １ 共 通 電 位 が 上 昇 す る 場 合 で あ っ て も 、 正 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と
す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等
し く 、 ま た 、 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き
に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し い と い う 関 係 は 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 接 地 電 位 を 第 ２ 共 通 電 位 と し て い る の で 、 複 数 の 液 晶 表 示 装
置 用 電 源 回 路 毎 に 、 第 ２ 端 子 ３ １ が 出 力 す る 第 ２ 共 通 電 位 が ば ら つ く と い う こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 既 に 説 明 し た よ う に 、 第 二 共 通 電 位 を 出 力 す る オ ペ ア ン プ （ 図 示 せ ず 。 ） を 設 け
、 そ の オ ペ ア ン プ の 出 力 端 に 第 ２ 共 通 電 位 配 線 ３ ３ を 接 続 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 場
合 、 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら つ き に よ り 、 第 ２ 共 通 電 位 が ば ら つ く こ と が 生 じ 得 る 。
し か し 、 図 ４ お よ び 図 ５ を 用 い て 説 明 し た 理 由 と 同 様 の 理 由 に よ り 、 正 極 性 駆 動 の と き に
白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電
圧 と が 等 し く 、 ま た 、 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆
動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し い と い う 関 係 は 保 た れ る 。 よ っ て 、
フ リ ッ カ や 横 方 向 の 筋 が 観 察 さ れ て し ま う と い う 現 象 は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と を 等 電 位 と し 、 こ の 各 電 位 を
一 つ の オ ペ ア ン プ １ １ か ら 出 力 し て い る 。 同 様 に 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と を 等 電
位 と し 、 こ の 各 電 位 を 一 つ の 電 位 出 力 部 （ 第 ２ 端 子 ３ １ ） か ら 出 力 し て い る 。 従 っ て 、 図
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１ １ に 示 す 従 来 の 構 成 に 比 べ て 、 オ ペ ア ン プ や 端 子 の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、
オ ペ ア ン プ 数 の 削 減 に 伴 い 、 平 滑 コ ン デ ン サ の 数 も 削 減 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 本
発 明 で は 部 品 点 数 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 の 説 明 で は フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 考 慮 せ ず に 説 明 し た 。 実 際 に は 、 フ ィ ー ド ス ル ー
電 圧 が 生 じ る 。 す な わ ち 、 ソ ー ス １ ｃ と ド レ イ ン １ ｂ （ 図 １ 参 照 ） と の 間 を 導 通 状 態 か ら
非 導 通 状 態 に 切 り 替 え た と き （ ゲ ー ト １ ａ の 電 位 を Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ に 切 り 替 え た と き ）
、 Ｔ Ｆ Ｔ １ に 接 続 さ れ て い る 画 素 電 極 の 電 位 は 若 干 低 下 す る 。 こ の 低 下 量 が フ ィ ー ド ス ル
ー 電 圧 で あ る 。 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 は 、 一 般 に ０ ． ２ Ｖ ～ １ Ｖ で あ る 。 以 下 、 第 １ の 実 施
の 形 態 に お け る 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 考 慮 し た 場 合 の 電 位 Ｖ ｍ ｐ （ 第 １ 出 力 部 ４ １ 内 の
抵 抗 ５ １ ～ ５ ４ 等 に よ る 分 圧 で 生 成 さ れ る 電 位 の う ち 最 も 低 い 電 位 ） と 第 ２ 共 通 電 位 と の
電 位 差 に つ い て 説 明 す る 。 電 位 Ｖ ｍ ｐ と 第 ２ 共 通 電 位 と の 電 位 差 を Ｖ ｊ と す る 。 フ ィ ー ド
ス ル ー 電 圧 を 考 慮 し た 場 合 、 電 位 差 Ｖ ｊ は 以 下 の 式 を 満 足 す る よ う に 定 め る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 Ｖ ｊ ＝ Ｖ ｋ ＋ ２ ・ Ｖ ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 式 １ ）
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 た だ し 、 Ｖ ｋ は 、 電 位 Ｖ １ ｎ （ 第 ２ 出 力 部 ４ ２ 内 の 抵 抗 ６ １ ～ ６ ４ 等 に よ る 分 圧 で 生 成
さ れ る 電 位 の う ち 最 も 高 い 電 位 ） と 第 １ 共 通 電 位 と の 電 位 差 で あ る 。 ま た 、 Ｖ ｆ は フ ィ ー
ド ス ル ー 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ６ は 、 電 位 差 Ｖ ｊ を 、 上 記 の 式 を 満 足 す る よ う に 定 め る 理 由 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 ソ
ー ス １ ｃ と ド レ イ ン １ ｂ と の 間 が 導 通 状 態 の と き 、 電 位 が Ｖ １ ｎ で あ る ソ ー ス 配 線 に 接 続
さ れ て い る 画 素 電 極 の 電 位 は Ｖ １ ｎ で あ る 。 負 極 性 駆 動 の と き に 、 こ の 画 素 電 極 電 位 Ｖ １

ｎ と コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と の 電 位 差 Ｖ ｋ を 画 素 に 印 加 し て 白 表 示 を 行 う と す る
。 ゲ ー ト １ ａ の 電 位 を Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ に 切 り 替 え て 、 ソ ー ス １ ｃ と ド レ イ ン １ ｂ と の 間
を 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え た と き 、 画 素 電 極 の 電 位 は Ｖ １ ｎ か ら フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 分 だ け
低 下 し 、 Ｖ １ ｎ ’ に な る 。 こ の と き 、 画 素 電 極 の 電 位 は Ｖ ｆ 低 下 し て い る の で 、 画 素 電 極
の 電 位 Ｖ １ ｎ ’ と コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と の 電 位 差 は 、 Ｖ ｋ ＋ Ｖ ｆ に な る 。 従 っ
て 、 実 際 に は 、 画 素 電 極 と コ モ ン 電 極 と に 挟 持 さ れ る 液 晶 に Ｖ ｋ ＋ Ｖ ｆ の 電 圧 が 印 加 さ れ
て 、 そ の 画 素 は 白 色 に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 ソ ー ス １ ｃ と ド レ イ ン １ ｂ と の 間 が 導 通 状 態 の と き 、 電 位 が Ｖ ｍ ｐ で あ る ソ ー ス
配 線 に 接 続 さ れ て い る 画 素 電 極 の 電 位 は Ｖ ｍ ｐ で あ る 。 正 極 性 駆 動 の と き に 、 こ の 画 素 電
極 電 位 Ｖ ｍ ｐ と コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と の 電 位 差 Ｖ ｊ を 画 素 に 印 加 し て 白 表 示 を
行 う と す る 。 ゲ ー ト １ ａ の 電 位 を Ｖ Ｇ Ｈ か ら Ｖ Ｇ Ｌ に 切 り 替 え て 、 ソ ー ス １ ｃ と ド レ イ ン
１ ｂ と の 間 を 非 導 通 状 態 に 切 り 替 え た と き 、 画 素 電 極 の 電 位 は Ｖ ｍ ｐ か ら フ ィ ー ド ス ル ー
電 圧 分 だ け 低 下 し 、 Ｖ ｍ ｐ ’ に な る 。 こ の と き 、 画 素 電 極 の 電 位 は Ｖ ｆ 低 下 し て い る の で
、 画 素 電 極 の 電 位 Ｖ ｍ ｐ ’ と コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と の 電 位 差 は 、 Ｖ ｊ － Ｖ ｆ に
な る 。 従 っ て 、 実 際 に は 、 画 素 電 極 と コ モ ン 電 極 と に 挟 持 さ れ る 液 晶 に Ｖ ｊ － Ｖ ｆ の 電 圧
が 印 加 さ れ て 、 そ の 画 素 は 白 色 に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 正 極 性 駆 動 の と き と 負 極 性 駆 動 の と き と で 、 画 素 を 白 色 に す る た め に 液 晶 に 印 加
す る 電 圧 は 等 し く な け れ ば な ら な い の で 、 Ｖ ｋ ＋ Ｖ ｆ ＝ Ｖ ｊ － Ｖ ｆ と い う 条 件 を 満 足 し て
い な け れ ば な ら な い 。 こ の 条 件 よ り 、 上 記 の 式 １ が 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 式 １ の 条 件 を 満 足 す る 電 位 差 Ｖ ｊ を 実 現 す る よ う に 電 位 Ｖ ｍ ｐ を 生 成 す る こ と に よ っ て
、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 が 生 じ る 場 合 で あ っ て も 、 正 極 性 駆 動 の と き と 負 極 性 駆 動 の と き と
で 、 画 素 を 白 色 に す る た め に 液 晶 に 印 加 す る 電 圧 を 等 し く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 式 １ の 条 件 を 満 足 さ せ る こ と に よ っ て 、 正 極 性 駆 動 の と き と 負 極 性 駆 動 の と き と
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で 、 画 素 を 白 色 に す る た め に 液 晶 に 印 加 す る 電 圧 を 等 し く す る た め に は 、 本 実 施 の 形 態 の
よ う に 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ ＝ Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ Ｓ Ｓ で あ る こ と を 前 提 と す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 正 極 性 駆 動 が 第 １ 駆 動 状 態 に 相 当 し 、 負 極 性 駆 動 が 第 ２ 駆
動 状 態 に 相 当 す る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ １ １ が 高 電 位 出 力 部 に 相 当 し 、 第 ２ 端 子 ３ １ が 低 電
位 出 力 部 に 相 当 す る 。 ま た 、 第 １ 出 力 部 ４ １ に 含 ま れ る 複 数 の 抵 抗 ５ １ ， ５ ２ ， ５ ３ ， ５
４ 等 が 第 １ の 抵 抗 群 に 相 当 し 、 第 ２ 出 力 部 ４ ２ に 含 ま れ る 複 数 の 抵 抗 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ，
６ ４ 等 が 第 ２ の 抵 抗 群 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
［ 実 施 の 形 態 ２ ］ 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電
位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と を 等 電 位 と し 、 共 通 の オ ペ ア ン プ か ら 出 力 す る 。 た だ し 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と 電
位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ は 、 別 々 の 電 位 出 力 部 か ら 出 力 す る 。 図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液
晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ に 示 す 構 成 部 と 同 様 の 構
成 部 に つ い て は 、 図 ２ と 同 一 の 符 号 を 付 し 、 説 明 を 省 略 す る 。 た だ し 、 以 下 の 説 明 で は 、
オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 端 に 接 続 さ れ る 配 線 １ ４ を 、 共 通 電 位 配 線 １ ４ と 記 す こ と に す る 。
ま た 、 オ ペ ア ン プ １ １ が 共 通 電 位 配 線 １ ４ に 設 定 す る 電 位 を 共 通 電 位 と 記 す こ と に す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ７ に 示 す オ ペ ア ン プ ２ １ は 、 オ ペ ア ン プ １ １ と 同 様 に 、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ 接 続 さ れ
た オ ペ ア ン プ で あ る 。 オ ペ ア ン プ ２ １ の 非 反 転 入 力 端 子 に は 、 正 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン
電 極 ３ （ 図 １ 参 照 ） に 設 定 さ れ る 電 位 で あ る Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ が 入 力 さ れ る 。 オ ペ ア ン プ ２ １ は
、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ 接 続 さ れ て い る の で 、 オ ペ ア ン プ ２ １ の 出 力 電 位 も Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と な
る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア ン プ ２ １ は 、 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 出 力 部 で あ る 。 オ ペ ア ン プ ２ １ の 出
力 端 に は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 配 線 ２ ４ が 接 続 さ れ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ 配 線 ２ ４ の 電 位 は オ ペ ア ン プ ２ １ に
よ っ て Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ ２ １ の 出 力 端 は 、 第 ２ 端 子 ２ ２ に 接 続
さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ 端 子 ２ ２ は 、 平 滑 コ ン デ ン サ ２ ３ に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 オ ペ ア
ン プ ２ １ の 出 力 端 は 、 第 ２ 端 子 ２ ２ を 介 し て 平 滑 コ ン デ ン サ ２ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 平 滑 コ ン デ ン サ ２ ３ の 一 方 の 電 極 は 接 地 さ れ 、 他 方 の 電 極 は 第 ２ 端 子 ２ ２ に 接 続 さ れ る
。 平 滑 コ ン デ ン サ ２ ３ に よ り 、 オ ペ ア ン プ ２ １ の 出 力 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ は 安 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 第 ３ 端 子 ４ ４ は 接 地 さ れ る と と も に 、 第 ３ 端 子 ４ ４ に は Ｖ Ｓ Ｓ 配 線 ４ ３ が 接 続 さ
れ る 。 第 ３ 端 子 ４ ４ は 、 接 続 さ れ て い る 配 線 （ Ｖ Ｓ Ｓ 配 線 ４ ３ ） の 電 位 を Ｖ Ｓ Ｓ に 設 定 す
る 端 子 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ３ 端 子 ４ ４ は 、 Ｖ Ｓ Ｓ 配 線 ４ ３ に 対 し て 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ を 出 力 す
る 電 位 出 力 部 と し て の 役 割 を 果 た す 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 端 子 ４ ４ は 接 地 さ れ て い る の
で 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ は 接 地 電 位 で あ る 。 従 っ て 、 Ｖ Ｓ Ｓ 配 線 ４ ３ の 電 位 は 、 接 地 電 位 に 設 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 オ ペ ア ン プ ２ １ か ら 出 力 さ れ る 電 位 は 、 正 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン 電 極 ３ に 設 定 さ れ る
電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と し て 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 正 極 性 駆 動 の と き に は 、 コ モ ン 電 極 ３ は Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｌ 配 線 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 オ ペ ア ン プ １ １ か ら 出 力 さ れ る 共 通 電 位 お よ び 第 ３ 端 子 ４ ４ か ら 出 力 さ れ る 電 位
Ｖ Ｓ Ｓ は 、 そ れ ぞ れ 、 電 位 差 を 分 圧 し て ソ ー ス 配 線 に 設 定 す る 電 位 を 生 成 す る た め の 二 種
類 の 所 定 電 位 と し て 用 い ら れ る 。 ま た 、 共 通 電 位 と 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ と の 電 位 差 を 分 圧 し て Ｖ １

ｐ ～ Ｖ ｍ ｐ お よ び Ｖ １ ｎ ～ Ｖ ｍ ｎ を 生 成 す る 出 力 部 の 構 成 は 、 図 ３ に 例 示 す る 構 成 と 同 様
で あ る 。 た だ し 、 第 １ 出 力 部 ４ １ お よ び 第 ２ 出 力 部 ４ ２ は 、 図 ３ に 示 す 第 ２ 共 通 電 位 配 線
３ ３ で は な く 、 Ｖ Ｓ Ｓ 配 線 ４ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 用 い れ ば 、 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら
つ き に 起 因 す る 従 来 の 問 題 の 発 生 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 以 下 、 そ の 理 由 を 図 ８ お よ び
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図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。 た だ し 、 こ こ で は 説 明 を 簡 略 化 す る た め 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 は
考 慮 せ ず に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 正 極 性 駆 動 の と き に は 、 白 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る
ソ ー ス 配 線 の 電 位 を Ｖ ｍ ｐ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 を Ｖ ｍ ｐ に す る も
の と す る 。 正 極 性 駆 動 の と き の コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ で あ る の で 、 そ の 画 素 の
液 晶 に Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 白 色 と な る 。 ま た 、 黒 表 示 と す
る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の 電 位 を Ｖ １ ｐ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ の 画
素 電 極 の 電 位 を Ｖ １ ｐ に す る も の と す る 。 す る と 、 そ の 画 素 の 液 晶 に Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ

の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 黒 色 と な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 負 極 性 駆 動 の と き に は 、 白 表 示 と す る 画 素 の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の
電 位 を Ｖ １ ｎ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位 を Ｖ １ ｎ に す る も の と す る 。 負
極 性 駆 動 の と き の コ モ ン 電 極 ３ の 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ で あ る の で 、 そ の 画 素 の 液 晶 に Ｖ ｃ ｏ

ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 画 素 は 白 色 と な る 。 ま た 、 黒 表 示 と す る 画 素 の 画 素
電 極 に 接 続 さ れ る ソ ー ス 配 線 の 電 位 を Ｖ ｍ ｎ に 設 定 す る こ と に よ り 、 そ の 画 素 電 極 の 電 位
を Ｖ ｍ ｎ に す る も の と す る 。 す る と 、 そ の 画 素 の 液 晶 に Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ の 電 圧 が 印 加
さ れ 、 そ の 画 素 は 黒 色 と な る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ こ で 、 正 極 性 駆 動 の と き に 白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に
白 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し く 、 ま た 、 正 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画
素 に 印 加 す る 電 圧 と 、 負 極 性 駆 動 の と き に 黒 表 示 と す る 画 素 に 印 加 す る 電 圧 と が 等 し い も
の と す る 。 こ の と き 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ

Ｌ ＝ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ が 成 立 す る 。 こ の 理 想 的 な 状 態 に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ （ 共 通 電 位 ）
と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ と の 中 間 電 位 が Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 複 数 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 を 製 造 し た と き に 、 図 ７ に 示 す オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電
位 に ば ら つ き が 生 じ た と す る 。 そ し て 、 あ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 図 ８ に 示 す 場 合 に 比 べ て
共 通 電 位 が 低 下 し た と す る 。 図 ９ は 、 こ の と き の 状 態 を 示 す 。 オ ペ ア ン プ １ １ が 出 力 す る
共 通 電 位 が 低 下 す る と 、 負 極 性 駆 動 の と き に コ モ ン 電 極 に 設 定 さ れ る 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ が 低
下 し 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 も 低 下 す る 。 ま た 、 分 圧 に よ り Ｖ １ ｐ ～ Ｖ ｍ ｐ

お よ び Ｖ １ ｎ ～ Ｖ ｍ ｎ を 生 成 す る た め の 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ も 低 下 す る 。 図 ８ に 示 す 場 合 に 比 べ
て 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ が 低 下 す る と 、 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と Ｖ １ ｐ の 電 位 差 、 Ｖ １ ｐ と Ｖ ２ ｐ の 電 位 差 、 ・
・ ・ 、 お よ び Ｖ ｍ ｐ と Ｖ Ｓ Ｓ の 電 位 差 も そ れ ぞ れ 低 下 す る 。 同 様 に 、 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と Ｖ １ ｎ の
電 位 差 、 Ｖ １ ｎ と Ｖ ２ ｎ の 電 位 差 、 ・ ・ ・ 、 Ｖ ｍ ｎ と Ｖ Ｓ Ｓ の 電 位 差 も そ れ ぞ れ 低 下 す る
。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 ９ に 示 す 場 合 で は 、 電 位 差 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ

は 、 そ れ ぞ れ 図 ８ に 示 す 場 合 よ り も 低 下 す る 。 ま た 、 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ は 一 定 で 、 Ｖ ｍ ｐ と Ｖ Ｓ

Ｓ の 電 位 差 が 低 下 す る の で 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ も 低 下 す る 。 同 様 に 、 Ｖ Ｓ Ｓ は 一 定 で 、
Ｖ １ ｐ と Ｖ Ｓ Ｓ と の 電 位 差 も 低 下 す る こ と に な る の で 、 Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ も 低 下 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 よ っ て 、 共 通 電 位 の ば ら つ き に よ り 電 位 差 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ

ｎ が 図 ８ に 示 す 場 合 よ り も 低 下 し た と き に は 、 電 位 差 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ お よ び Ｖ １ ｐ －
Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ も 低 下 す る 。 こ の よ う に 、 電 位 差 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ や Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ だ
け が 低 下 す る の で は な く 、 電 位 差 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ や Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ も 低 下 す る 。
こ の 結 果 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 値 は 理 想 的 な 中 間 値 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ か ら ず れ る も の
の 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ≒ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ≒ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ －
Ｖ ｍ ｎ と い う 理 想 的 な 状 態 に 近 い 状 態 は 維 持 で き る 。 換 言 す る と 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ

Ｌ の 中 間 電 位 は 、 理 想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ か ら あ ま り ず れ な い 。 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ
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ｍ Ｌ の 中 間 電 位 と 理 想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ と の ず れ が 少 な い の で 、 フ リ ッ カ や 横 方 向
の 筋 が 観 察 さ れ て し ま う と い う 現 象 も 発 生 し に く い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ こ で は 、 共 通 電 位 が 低 下 す る 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 オ ペ ア ン プ １ １ の 出 力 電 位 の ば
ら つ き に よ り 共 通 電 位 が 上 昇 す る 場 合 で あ っ て も 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ の 中 間 電 位 と
理 想 的 な 中 間 電 位 Ｖ ｃ ｅ ｎ ｔ と の ず れ は 少 な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 図 １ １ に 示 す 従 来 の 構 成 で は 、 オ ペ ア ン プ １ １ １ の 出 力 電 位 が ば ら つ い た と き に
Ｖ １ ｐ ～ Ｖ ｍ ｐ お よ び Ｖ １ ｎ ～ Ｖ ｍ ｎ の 各 電 位 は Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と と も に 変 動 し な い た め 、 Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ や Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ が 変 動 し て も 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ や Ｖ １ ｐ － Ｖ

ｃ ｏ ｍ Ｌ は 変 動 し な い 。 従 っ て 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の よ う に 、 Ｖ ｍ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ≒ Ｖ ｃ

ｏ ｍ Ｈ － Ｖ １ ｎ お よ び Ｖ １ ｐ － Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｌ ≒ Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ － Ｖ ｍ ｎ と い う 理 想 的 な 状 態 に 近
い 状 態 を 維 持 で き な い 。 図 １ １ に 示 す 従 来 の 構 成 で 、 オ ペ ア ン プ １ ０ １ の 出 力 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ

Ｇ が ば ら つ い た と き も 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の よ う に 、 理 想 的 な 状 態
に 近 い 状 態 を 維 持 で き な い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 電 位 Ｖ Ｒ Ｅ Ｇ と 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ と を 等 電 位 と し 、 こ の 各
電 位 を 一 つ の オ ペ ア ン プ １ １ か ら 出 力 し て い る 。 従 っ て 、 図 １ １ に 示 す 従 来 の 構 成 に 比 べ
て 、 オ ペ ア ン プ や 端 子 の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ 数 の 削 減 に 伴 い 、
平 滑 コ ン デ ン サ の 数 も 削 減 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 本 発 明 で は 部 品 点 数 を 少 な く す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 正 極 性 駆 動 が 第 １ 駆 動 状 態 に 相 当 し 、 負 極 性 駆 動 が 第 ２ 駆
動 状 態 に 相 当 す る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ １ １ が 高 電 位 出 力 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 液 晶 表 示 装 置 が ノ ー マ リ ホ ワ イ ト の 液 晶 表 示 装 置 で あ る 場 合 を 例 に 説
明 し た 。 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 は 、 ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク の 液 晶 表 示 装 置 に 適
用 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 が 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 例 を 示 す
説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 用 電 源 回 路 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 二 種 類 の 所 定 電 位 の 電 位 差 を 分 圧 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ る 複 数 の 電 位 の 出 力
部 の 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら つ き に 起 因 す る 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き
る こ と を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら つ き に 起 因 す る 従 来 の 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き
る こ と を 示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 電 位 差 Ｖ ｊ を Ｖ ｊ ＝ Ｖ ｋ ＋ ２ ・ Ｖ ｆ を 満 足 す る よ う に 定 め る 理 由 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ８ 】 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら つ き に 起 因 す る 従 来 の 問 題 点 を 軽 減 す る こ と が で き
る こ と を 示 す 説 明 図 。
【 図 ９ 】 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら つ き に 起 因 す る 従 来 の 問 題 点 を 軽 減 す る こ と が で き
る こ と を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】 Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 に 用 い ら れ て い た 各 電 位 の 高 低 関 係 の 例 を 示 す 説 明
図 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 用 電 源 回 路 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ２ 】 コ モ ン 電 極 お よ び 画 素 電 極 に 設 定 さ れ る 理 想 的 な 電 位 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ３ 】 オ ペ ア ン プ の 出 力 電 位 の ば ら つ き に よ り 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ が 理 想 的 な 状 態 よ り も
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低 下 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ４ 】 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ Ｈ の ば ら つ き を 調 整 す る 方 法 の 一 例 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 １ １ 　 オ ペ ア ン プ
　 １ ２ 　 第 １ 端 子
　 １ ３ 　 平 滑 コ ン デ ン サ
　 １ ４ 　 第 １ 共 通 電 位 配 線
　 ３ １ 　 第 ２ 端 子
　 ３ ３ 　 第 ２ 共 通 電 位 配 線 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(20) JP 2005-316137 A 2005.11.10



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｅ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｆ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｃ          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C080 AA10  BB05  DD06  DD22  FF03  FF11  JJ03 

(21) JP 2005-316137 A 2005.11.10



专利名称(译) 液晶表示装置用电源回路

公开(公告)号 JP2005316137A 公开(公告)日 2005-11-10

申请号 JP2004134106 申请日 2004-04-28

申请(专利权)人(译) 光王公司

[标]发明人 一色眞誠

发明人 一色 眞誠

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.520 G02F1/133.525 G02F1/133.550 G09G3/20.611.E G09G3/20.612.E G09G3
/20.612.F G09G3/20.624.C

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA31 2H093/NA43 2H093/NC03 2H093/NC18 2H093/NC21 2H093/NC34 2H093
/NC49 2H093/NC65 2H093/ND35 2H093/ND49 2H093/ND58 2H093/NE03 5C006/AC25 5C006/BB16 
5C006/BC06 5C006/BF25 5C006/BF42 5C006/BF43 5C006/FA23 5C006/FA43 5C006/GA02 5C080
/AA10 5C080/BB05 5C080/DD06 5C080/DD22 5C080/FF03 5C080/FF11 5C080/JJ03 2H193/ZA04 
2H193/ZF03 2H193/ZF59 2H193/ZH40 2H193/ZP03

代理人(译) 岩冬树
盐川正人

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是防止VcomH和V comL之间的中间电势偏离理想的中间电
势，并且减少用于液晶显示装置的电源电路的部件数量。 解决方案：在
正向驱动期间设置到公共电极的电势为V comL，在负向驱动期间设置到
公共电极的电势为V comH。 此外，用于划分电势差以产生在源极布线
中设置的电势的两种预定电势分别是V REG和V SS。 此时，V REG和V 
comH是相等的电位，并且从一个电位输出单元输出公共电位。 此外，
将V SS和V comL 设置为相等的电位，并且从一个电位输出单元输出公
共电位。 [选择图]图4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bbc6a75d-5733-42ba-ae72-23c8b5adebd0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035443646/publication/JP2005316137A?q=JP2005316137A

